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人

任
敬
老
会

蠅朧平
成
朗
年
９
月
肥
日
側
は
敬
老
任
運
荘
で
表
彰
さ
れ
た
の
は

の
日
で
し
た
。
任
運
社
で
は
、
な
ご
み
左
記
の
方
々
で
す
。

塾
の
ホ
ー
ル
に
て
敬
老
会
を
開
催
し
ま
【
上
寿
】

し
た
。

佐
藤
亀
代
さ
ん
川
歳

最
初
に
廣
本
理
事
長
が
「
長
生
き
は
【
白
寿
】

調
蛎
震
篭
峰
魏
漂
州
講
児
玉
ハ
チ
ョ
さ
ん

た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て
後
藤
タ
ケ
さ
ん

下
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
【
米
寿
】

た
。
ま
た
、
来
賓
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
佐
藤
富
子
さ
ん

の
工
藤
隆
様
、
馬
場
区
長
の
菅
原
正
美
首
藤
隆
光
さ
ん

様
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
高
山
ツ
ョ
シ
さ
ん

た
。

後
藤
イ
サ
ヲ
さ
ん

続
い
て
、
長
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々

※
年
齢
は
９
月
昭
日
現
在

へ
、
敬
祝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

上寿のお祝いを受ける佐藤亀代さん

ー

』

ｰ

後藤タケさん 児玉ハチヨさん

Ｉ

任
運
荘
の
吉
野
施
設
長
が
、

「
皆
さ
ん
が
長
生
き
し
て
良
か

っ
た
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
に

職
員
一
同
努
力
し
て
い
き
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
任
運
社
よ
り
お
祝
い
の

品
を
河
原
雪
夫
さ
ん
が
代
表

で
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
利
用
者
の
意
見
発
表
で

は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
渡
部

長
義
さ
ん
が
、
ふ
る
と
訪
の
時

の
感
想
や
任
荘
で
の
生
活
の
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
任
運

荘
職
員
が
【
貧
乏
神
】
の
寸
劇

と
恋
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し

た
。
最
後
に
、
騰
々
舎
の
吉
田

施
設
長
が
お
礼
の
挨
拶
を
述

べ
、
敬
老
会
は
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。

二

意見発表する渡部長義さん

担
当
敬
老
会
実
行
委
員

等 ｰ

切

I 9

－

一

任運荘職員による寸劇より
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任
合
同
大
運
動
会

刑
月
１
日
側
は
秋
晴
れ
に
紅
組
団
長
の
渡
部
長
義

恵
ま
れ
、
任
運
社
合
同
大
運
さ
ん
と
甲
斐
修
さ
ん
が
力

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
強
く
「
今
日
一
日
、
頑
張

雛
菫
ゞ

し
た
。
昨
年
優
勝
し
た
白
組
よ
準
備
体
操
は
、
お
笑
い

り
優
勝
杯
の
返
還
が
あ
り
、
廣
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
【
サ
ン

本
理
事
長
か
ら
「
今
年
も
優
勝
シ
ャ
イ
ン
池
崎
】
で
は
な

杯
を
取
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
く
、
体
操
を
こ
よ
な
く
愛

だ
さ
い
」
と
の
言
葉
を
か
け
ら
す
る
【
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
池

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
袋
】
が
登
場
し
て
利
用
者

者
家
族
を
代
表
し
て
眞
部
友
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ

子
様
が
「
今
日
は
思
い
っ
き
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
き
な

楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
声
で
「
イ
ェ
ー
イ
」
と
気
合

さ
れ
ま
し
た
。

い
を
入
れ
て
競
技
ス
タ
ー

』
老
す
．
》

謹
総

一
ｒ

司

挨
ご

一
》
」

い
を
入
れ
て
競
技
ス
タ
ー

一

ト
で
す
。

最
初
の
競
技
は
利
用
者
全

員
参
加
の
『
ボ
ー
ル
送
り
』
で

す
。
隣
の
人
へ
ボ
ー
ル
を
送
る

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
表
情
は

真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

紅組団長渡部長義さん（左) 'I再疋
はZ

白組団長河原雪夫さん（右）

■
舎 ．

、

『 ￥

駒。室
卜

､

２
番
目
の
競
技
は
『
玉
入
３
番
目
の
競
技
は
『
大
玉
．

れ
』
で
す
。
各
色
の
応
援
団
ロ
コ
ロ
』
で
す
。
利
用
者
の
ご
家

長
（
職
員
）
が
籠
を
持
ち
、
利
族
も
参
加
さ
れ
、
と
て
も
盛

用
者
が
紅
白
玉
を
入
れ
る
り
上
が
り
ま
し
た
。

競
技
で
す
。
皆
さ
ん
一
生
懸

命
籠
に
玉
を
投
げ
入
れ
て
い

ま
し
た
。

左

》

》

一
・
阜
蚕
園
源た

１
，
し

一
ゞ
，
‐
凹
剛
少
騨
ｗ
》
，
‐
‐
・
鰹
。
▲
↓
まり》

零
八

ｋ
嶺

撹
一
》
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任
運
荘
職
員
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
動
物
に
扮
し

た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し

た
。
「
か
わ
い
い
な
ぁ
」
と
皆

さ
ん
笑
顔
で
応
援
し
て
い
ま

し
た
。洲

愚
１
１
１
釧
ｊ

堀
が

■

一
寸
Ｌ
ｄ
Ｕ

●

よ

一
命

卜
し

伽
〃
刈

I

甲斐喜代子さん（右）

和田静子さん（左）

三谷高明さん（右）

古庄信子さん（左）

今
年
の
任
運
荘
競
技
は
、
、
ｉ

倉

『
緒
方
五
千
石
』
と
題
し
、
稲
一
、

刈
り
を
し
て
か
け
稲
を
す
る
■

競
技
で
す
。
６
月
に
皆
さ
ん
で
、

田

細
雌
峨
駝
密
議
騨
隷
尭
一
亀
鮎
撚

も
兼
ね
て
の
競
技
で
す
。
一
束

順
〆
す
“
壱
三
ゞ
、
岬

ず
つ
に
分
け
た
稲
を
刈
る
手
つ

き
も
良
く
、
昔
を
思
い
出
さ
れ

４
Ｐ
ふ
″

・
７
蛇

使
っ
て
退
治
し
て
い
ま
し
た
。
‐
．
）
‐
‐
Ｌ
Ｒ

》

調

蹴

百
Ｆ

堀
ｙ
“
。

〃
剛

一
一
一
轟
州
潅
諜
‐
ノ
ー
剛

r
堂,＝ 一

一

一
一
Ｉ

利
用
者
最
後
の
競
技
は
『
ひ
も

じ
～
な
っ
た
わ
ぁ
』
で
す
。
棒
に
つ

る
さ
れ
た
ゼ
リ
ー
を
皆
さ
ん
上

手
に
取
っ
て
い
ま
し
た
。
応
援
に

来
ら
れ
た
家
族
や
職
員
、
そ
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
緒
方
中
学
生

も
参
加
し
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

塗 ■

ボランティアの緒方中学生と佐藤シズコさんは親子で参

先生 加です

衞藤キヨさん、上手に取れて

ますね

閉
会
式
で
白
組
の
優
勝
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
杯
が
廣

本
理
事
長
よ
り
白
組
団
長
の

河
原
雪
夫
さ
ん
と
羽
田
野
俊

則
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
、
２
時
間

に
亘
る
熱
い
戦
い
は
ケ
ガ
人
も

無
く
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

応
援
し
て
下
さ
っ
た
ご
家
族

と
、
運
動
会
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
た
緒
方
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

担
当
運
動
会
実
行
委
員

運
動
会
最
後
の
競
技
は
、
職

員
に
よ
る
『
私
、
キ
レ
イ
？
』
で

す
。
粉
で
満
た
さ
れ
た
箱
の
中

の
ア
メ
玉
を
口
で
取
る
競
技
で

す
。
粉
で
白
く
な
っ
た
職
員
の

顔
を
見
て
、
皆
さ
ん
大
笑
い
で

し
た
。

みんなで白粉塗り

です
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州

仙

仙

仙

一

一

ｑ
Ｑ
Ｉ
且
酉
一
一一

州
咽
］
心

毒
旧
－
１
．
１
日

Ⅲ

Ｉ

Ⅲ

川

Ⅱ

｜

、

『

小

川

Ⅱ

｜

Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
一

布
岬
型
（
ろ
ロ
洞
根

室
０
■鞭

一
別
分
よ
胴

踊
ら
れ
た
封

墜
『
任
運
社

墜
踊
り
』
が
↑

■
■
酢
■
■
｜
盤
日
中
、
陽

■

Ⅱ

｜
卿
一
心
配
し
孝

鄭
一
実
行
委
冨

里
一
行
っ
た
禦

恥
一
は
暑
さ
弘

黙
し
た
。
初

豊
平
和
祈
今

些
任
運
荘
挫

塑
者
、
職
昌

埜
運
荘
の
馬

辿
で
始
ま
り

■

■

■

Ⅱ

一

日

■

■

■

Ⅲ

一

日

■

日

日

■

｜

酢

■

Ⅱ

一

■

ｍ

ｅ

皿

Ⅱ

一

川
■
Ⅱ
日
一
川
一

Ⅱ

■

■

一

岬
叫
咋
卜
一
州
一

州
峠
叩
皿
一
川
一

Ⅱ
囚
Ⅲ
Ⅱ
一
一
一

■

口

●

一

日
叫
叩
■
Ⅱ
一
一

一

■

８

卜

■

一

Ⅱ

岳

■

■

■

一

口

■

■

■

■

一

８
■
日
■
Ｂ
ｌ
ｄ

ｑ
■
■
一
●

■

牡

一

《

岬
‐
岬
岬
叫
一
一
一
』
画

Ⅱ

岨

Ⅲ

Ｈ

Ⅱ

一

■
■
■
一

■

■

■

一

日

Ｂ

Ｉ

Ｂ

一

．
‘
・
菖
凶

■
■
②
■
一
｛

叩
”
ひ
”
叩
一
』
■
■
■ ８

月
肥
日
㈱
の
肥
時

別
分
よ
り
、
初
盆
を
迎
え

ら
れ
た
利
用
者
を
偲
ぶ

『
任
運
社
初
盆
供
養
・
盆

踊
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
中
、
陽
射
し
が
強
く
、

心
配
し
ま
し
た
が
、
夕
方

実
行
委
員
が
打
ち
水
を

行
っ
た
の
で
、
始
ま
る
頃
に

は
暑
さ
も
和
ら
い
で
い
ま

し
た
。
初
盆
供
養
会
場
の

平
和
祈
念
堂
の
前
に
は
、

任
運
荘
騰
々
舎
の
利
用

者
、
職
員
が
集
ま
り
、
任

運
荘
の
馬
場
寮
母
の
司
会

で
始
ま
り
ま
し
た
。

、

一
峰
岬
融

期
谷

紳
古
庄

住
清
水

東
床
と

任
運
荘
で
初
盆
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
左
記
の
方
々
で

す
。岡

野
マ
チ
ョ
氏
（
切
歳
）

後
藤
ミ
ド
リ
氏
（
拠
歳
）

倉
原
イ
ッ
コ
氏
（
蛇
歳
）

森
ハ
ル
ミ
氏
（
Ⅲ
歳
）

長
門
長
喜
氏
（
開
歳
）

吉
良
千
里
氏
（
銘
歳
）

甲
斐
不
二
子
氏
（
例
歳
）

広
瀬
公
明
氏
（
的
歳
）

渡
辺
光
子
氏
（
躯
歳
）

工
藤
篤
氏
（
的
歳
）

谷
一
郎
氏
（
馴
歳
）

古
庄
ョ
シ
コ
氏
（
的
歳
）

清
水
シ
ズ
子
氏
（
船
歳
）

麻
生
治
氏
（
兜
歳
）

初
盆
供
養
者
が
紹
介
さ
れ
、
大
福
寺
の

菫
＃

Ｈ
Ｉ
ｄ
Ｉ
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
参
列
者
は
静
か
に
両
手
を
合
わ
せ
ら
れ

手を合わす阿南公子さん

て
お
り
ま
し
た
。
今
年
の
任
運
社
の
初
盆

供
養
者
は
、
任
運
荘
陞
名
、
騰
々
舎
６

名
で
し
た
。

供
養
教
が
終
了
す
る
と
次
は
盆
踊
り

で
す
。
会
場
の
周
り
で
は
小
松
明
（
こ
だ

い
）
が
灯
さ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
女
性
職
員
の
浴
衣

姿
に
利
用
者
は
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
し

た
。盆

踊
り
の
曲
は
、
『
し
あ
わ
せ
音
頭
』

『
ゆ
か
た
音
頭
』
『
火
の
国
太
鼓
』
の
３
曲

で
す
。
利
用
者
が
作
る
輪
の
内
側
で
職

員
が
盆
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
曲
に

合
わ
せ
て
手
拍
子
を
す
る
方
や
職
員
の

踊
り
を
見
な
が
ら
手
や
腕
を
動
か
す
方

も
い
ま
し
た
。
今
年
も
輪
の
中
央
で
職
員

が
太
鼓
を
叩
き
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
３
曲
踊
っ
た
後
に
、
か
き
氷
が
振

る
舞
わ
れ
、
皆
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。

盆
踊
り
の
後
は
、
皆
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
花
火
大
会
で
す
。
打
ち
上
げ
ら
れ

る
花
火
に
、
「
き
れ
い
」
や
「
す
ご
い
」
、
「
い

い
よ
～
」
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

●

星唾⑩f -凡

Ｏ
Ｉ
Ｉ
，
｛
■
■ 最

後
に
、
騰
々
舎
の
吉
田
施
設
長
が
閉
会
の
挨
拶
を

し
、
無
事
に
盆
行
事
は
終
了
し
ま
し
た
。

夜
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族

の
皆
さ
ん
近
隣
の
皆
様
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

担
当
盆
行
事
実
行
委
員
会

雪鄭汐伽詞
潭

＝

‐ー

一 一

太鼓で盛り上げる佐藤美和寮 職員の浴衣姿です

花火にうっとり
盆踊りの様子です
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雲鑿篝篝謹篝
ロ
■
コ
エ
一

画
一
一
一
一

画
■
■
一
画

酉
■
画
写
ロ

一
一
一
一
章

一
一
一
一
一

画
草
画
画
一

口
車
画
室
】

一
一
一
一
口

一
一
一
暉
一 ■■■

笑
顔
の
稲
刈
叩

実
り
の
秋
を
迎
え
、
如
月
ｕ

日
午
前
、
中
庭
で
稲
刈
り
を
し
ま

し
た
。
こ
の
稲
は
、
６
月
週
日
に

皆
さ
ん
で
植
え
た
任
運
荘
の
小

さ
な
田
ん
ぼ
で
実
っ
た
稲
で
す
。

竹
を
組
み
立
て
、
干
す
準
備

が
出
来
た
と
こ
ろ
で
、
小
さ
な
田

ん
ぼ
か
ら
刈
り
取
っ
た
稲
を
掛
干

し
し
ま
し
た
。
先
輩
方
（
利
用
者
）

よ
り
「
稲
の
束
を
７
と
３
に
分
け

交
互
に
か
け
る
と
落
ち
ん
の
で
」

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
大
事
そ
う
に
稲
わ
ら
を
分

け
、
そ
れ
を
職
員
が
掛
け
ま
し

た
。
わ
ら
の
感
触
と
香
り
を
懐
か

し
み
な
が
ら
！

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
避
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
ス
ズ
メ
の
猛
攻
撃
に

は
勝
て
ず
、
頭
（
こ
う
べ
）
を
垂
れ

た
稲
は
半
分
ほ
ど
で
し
た
が
、
初

め
て
づ
く
し
の
米
作
り
は
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
を
笑
顔
に
出
来
た
こ

と
が
一
番
の
収
穫
で
し
た
。

担
当
森
園
美

鯵『r
－

一一一
必

屋
－

1 画 ．y

ール各 声『‐ ‐=よ
▼

聯、喝玩

1銅：'14 、
、

イ
ュ、

三

一

註、啄一
▼

、

Ｌ
』
、
両

稲を分ける後藤タケさん 職員と一緒にかけ稲する 任運荘の小さな

小野春子さん 実った稲です

、 『 園 ， ロロq i I ----.--
S ' , ､.$、

- 'a

ーハ

蕊 ' 1℃｡ ≦
シ

論一八 ｜／
刈り取った稲を眺める かけ稲をされた 刈り取った稲とポーズ

甲斐喜代子さん 田近スズヱさん 衞藤キヨさん

' I一一 ~Z1 i i 亨l i

〃 ;蓉皇絵■
…:‘雪聯蓉唾 ｜
手慣れた手つきで稲を 「こう分けるんで」と かけ稲を眺める

分ける後藤千代子さん 深田アイ子さん 古澤マチコさん

竜一
§壷F1｣ざ｡議臺瞳
＆

～
ゆ

' . 6 E. .

『

“

懲『 』
任運荘のかけ稲 かけ稲を眺め懐かしそ 「どこにかけるの」と

出来上がりました うな顔の利根正子さん 阿南公子さん

任運荘の小さな

Pニ

ーー

婁諭．
' x rj，■＆．

、 J
、 ◆

－

／息弾卜罎 〃，
L垂一 ・巳

田んぽでー■
実った稲です
一一

一司

舗§，
V1

1
－－今

、 丑
、

一K/息罫

、

職員と一緒に稲刈りする

衞藤文子さん

！
ｆ
ｊ

可

一
匪
町『 －－

｡■

GV H

,'”

「私もさせてください」と

柴田フサ子さん

W』ご=ryT踊画門
、 、 F 画､‘ ・

簿一
、駄辱

一一 ｜ 到

刈り取った稲を眺める

107歳佐藤亀代さん
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画
酉
画
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画
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画
画
酉
阜
辱
写
車

ロ
ロ
ロ
ニ
■
一
画

ロ
ロ
■
画
室
口
ロ

ロ
■
室
二
画
画

亘
画
ロ
ー
■
卓

年
車
車
■
草
画

一
一
一
一
一
一
一

… ■
コ
ー
ー
ー

ロ
ロ
ロ
画
ロ

ー
口
車
字
画

一
一
一
一
種

■■■■
■■■■■■■■■■■■■■ ■■■ ■■■■■■■■

B I Il ■

組
来
荘

緒
方
保
育
園
↑
が
一
；
仏
？
Ｊ

》

、
月
５
日
伽
の
午
前
中
、
緒
方

保
育
園
こ
あ
ら
組
の
園
児
飢
人
が

来
荘
し
ま
し
た
。

利
用
者
は
、
園
児
達
を
見
る
だ

け
で
自
然
と
笑
顔
に
な
り
、
園
児

達
が
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
歌
っ

て
く
れ
る
と
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
手

拍
子
を
さ
れ
た
り
、
な
か
に
は
目
に

言
に
‐
今
Ｆ
一
謬
予
Ｐ
や
、
．
フ
ー
レ
戸
更
、
ア
、
胡
Ⅱ
切
口
同
等
可

、
月
５
日
伽
の
午
前
中
、
緒
方

保
育
園
こ
あ
ら
組
の
園
児
飢
人
が

来
荘
し
ま
し
た
。

利
用
者
は
、
園
児
達
を
見
る
だ

け
で
自
然
と
笑
顔
に
な
り
、
園
児

達
が
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
歌
っ

て
く
れ
る
と
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
手

拍
子
を
さ
れ
た
り
、
な
か
に
は
目
に

涙
を
浮
か
べ
ら
れ
て
い
る
利
用
者

~＃A
一
『
盧
言
言
歴

函
面
唱

魅

『
ｊ

へ
一
・
、
、
。

唾
一
一
一
ユ
↓
。
－
蚕
”
１
吟

も
い
ま
し
た
。

歌
い
終
え
て
か
ら
は
、
利
用
者
の

間
に
園
児
達
が
入
っ
て
、
肩
を
叩
い

て
あ
げ
た
り
手
を
握
っ
て
あ
げ
た
り

す
る
と
、
利
用
者
の
方
々
は
本
当

に
満
面
の
笑
顔
で
、
見
て
い
る
私
達

も
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

最
期
に
、
園
児
達
か
ら
利
用
者
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
利
用

者
の
皆
さ
ん
が
見
え
る
よ
う
に
、
ホ

ー
ル
に
飾
り
ま
し
た
。
緒
方
保
育
園

の
こ
あ
ら
組
の
み
な
さ
ん
、
引
率
の

先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

担
当
宮
崎
正
規

F

1ノグミ
jそ． ｡

▲

戸

ー

｢ノ 「

」

▲
■
画
’

』

r
p

「」

a n

》

巻

建

娘さんと一緒に参加された

河原ヨシ子さん 佐藤シズコさん
－－ 丁

一

コ‐‐ ＆
L
■

ロ

『－ 0今

一

、

魁 魁一■図ゞ －． －－字患
1

漁
外
出
ド
ラ
イ
ア

旅
仇
Ⅲ
、
月
咽
日
㈱
に
、
五
鴫
ナ
ル
コ
さ
ん
が
以
前
か
ら
行

》
肺
霊
挫
一
蘇
撰
識
飼
騨
端
謝
泄
峡
硝
騨

Ｉ
ｌ

洞
く
Ⅲ
ん
は
、
き
れ
い
に
お
化
粧
し
て
久
し
ぶ
り
の
外
出
を
喜
ば

’Ⅲ
れ
て
い
ま
し
た
。
首
藤
さ
ん
は
初
め
て
の
外
出
に
少
し
興

１ １

う
川
奮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ら
ん
Ⅲ
出
発
し
、
首
藤
さ
ん
は
外
の
景
色
を
大
き
く
目
を
開

鮒
発
川
け
て
見
て
い
ま
し
た
。
「
外
が
見
え
ま
す
か
」
と
聞
く
と
、

繍
樺１１Ⅲ

お
参
り
で
き
ま
し
た
か
」
と
聞
く
と
、
「
あ
－
」
と
答
え
ら

－ １

抽
柵
鍬
懲
鯉
雌
鱸
鯲
鮎
ま
で
足
を
延
ば
し
、

蔀
飢
柵
洲
刈
雌
蝿
州
職
州
繩
洲
紺
糾
瀕
恥
洲
紬
輝
艤
訓

蜷
織
川
い
ま
し
た
。

》
鯛
融
騏
跡
鯛
潮
謂
譲
竪
霊
羅

１ １川
で
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

１１ １

を
Ⅲ

担
当
佐
藤
里
香

Ｉ

外
川
恩
５
・
Ｉ
串
一
』
ん

「
』
口

》
唯
一
》

ゼ
川
心
－

し
叩
ⅢＩ

プ
Ⅲ
，

ら
た
川
２

密
認
仙
廊

首

園
頂
Ⅲ

9

＝
勺

「

車

ご
－
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〃

柴
田
フ
サ
子
さ
ん
渡
部
長
義
さ
ん
古
庄
信
子
さ
ん

８
月
ｎ
日
に
緒
方
町
越
生
の
自

宅
に
帰
り
ま
し
た
。
お
孫
さ
ん
、
曾

孫
さ
ん
た
ち
と
大
勢
で
お
昼
ご
飯

を
食
べ
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
本
人

大
好
物
の
『
こ
ね
り
』
や
『
豚
の
し
ょ

う
が
焼
き
』
『
そ
う
め
ん
』
で
し
た
。

午
後
は
臼
杵
か
ら
甥
夫
婦
も
帰
ら

れ
賑
や
か
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
そ
し
て
ご
仏
壇
に
参
り

「
私
、
昔
こ
の
家
に
住
ん
で
い
た
よ

う
な
気
が
す
る
」
と
言
う
の
で
皆
で

大
笑
い
し
た
そ
う
で
す
。
「
お
盆
参

り
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
笑

顔
で
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

担
当
森
園
美

１
－

旦那さんの遺影を囲んで

家族写真を撮りました

９
月
Ⅲ
日
に
竹
田
市
の
自
宅
へ
ふ

る
さ
と
訪
問
を
し
ま
し
た
。
道
中
、

景
色
を
見
な
が
ら
「
皆
さ
ん
、
私
の

家
の
道
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
ね
」
と

嬉
し
さ
一
杯
の
様
子
で
し
た
。
家
に

帰
り
着
く
と
少
し
照
れ
な
が
ら
奥

様
に
花
束
を
渡
し
ま
し
た
。
若
い
頃

は
、
米
作
り
や
和
牛
、
菊
の
花
作
り

を
し
て
い
た
渡
部
さ
ん
は
、
家
か
ら

見
え
る
田
や
畑
を
懐
か
し
そ
う
に

眺
め
て
い
ま
し
た
。
庭
の
松
の
木
や

池
、
石
な
ど
も
「
山
か
ら
取
っ
て
き
た

り
し
て
私
が
造
っ
た
ん
じ
ゃ
」
と
自
慢

の
庭
の
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
お
昼

は
お
嫁
さ
ん
手
作
り
の
大
好
物
『
魚

寿
司
』
を
食
べ
ら
れ
、
お
話
も
沢
山

さ
れ
て
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
担
当
森
園
美

1画
『

ゆ 可Ｆ
１
産

凸

奥さんへ花束のプレゼ

ントです

９
月
邪
日
、
緒
方
町
の
原
尻
の
自
宅
へ

ふ
る
さ
と
訪
問
を
し
ま
し
た
。
食
べ
頃

を
む
か
え
た
『
イ
チ
ジ
ク
狩
り
』
を
楽
し

み
に
し
な
が
ら
大
き
な
籠
を
持
っ
て
い

き
ま
し
た
。
自
宅
に
着
く
と
息
子
さ
ん

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

玄
関
の
横
を
通
っ
て
裏
庭
に
ま
わ
る
と

明
る
い
景
色
が
広
が
り
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ

の
花
が
優
し
い
香
り
を
放
っ
て
い
ま
し

た
。
辺
り
一
面
の
イ
チ
ジ
ク
の
木
が
沢

山
の
実
を
つ
け
て
「
お
か
え
り
」
と
言
っ
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
古
庄
さ
ん
は

「
あ
つ
」
と
声
を
出
し
て
見
上
げ
て
い
ま

し
た
。
息
子
さ
ん
が
「
お
母
さ
ん
が
植
え

た
イ
チ
ジ
ク
で
す
よ
。
一
番
美
味
し
い

や
つ
食
べ
よ
」
と
ち
ぎ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

優
し
い
息
子
さ
ん
の
顔
を
見
な
が
ら
美

味
し
い
イ
チ
ジ
ク
を
食
べ
ら
れ
大
満
足

の
時
間
で
し
た
。
担
当
森
園
美

〃

一
‘

Fす ~

庭に咲いていたキンモク

セイ、懐かしい香り

如
月
邪
日
、
大
野
町
の
自
宅
へ

ふ
る
さ
と
訪
問
を
し
ま
し
た
。
小

野
さ
ん
の
ご
主
人
の
Ⅳ
回
忌
の
法

要
に
併
せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ご
仏
壇
に
お
参
り
す
る
と
懐
か
し

そ
う
に
、
ご
主
人
の
写
真
を
見
上

げ
て
い
ま
し
た
。
息
子
さ
ん
が
「
お

母
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
親
族
が
集
ま

り
懐
か
し
い
人
た
ち
に
会
え
る
よ
」

と
話
し
「
あ
あ
そ
う
な
」
と
笑
顔
で

し
た
。
息
子
さ
ん
た
ち
に
囲
ま
れ

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

担
当
森
園
美

小
野
春
子
さ
ん

家の前で家族写真を撮りました
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鼬
さ
つ
き
い
も

“
『
言
ロ
ロ
ロ
ロ
一
日
■
Ｇ
■
■
■瀞

頂
き
き
し
た

哩
薦
熊
騨
塗
羅
縦
窯

但
篭
芋
が
た
く
さ
ん
で
き
た
か
ら
食
べ
て
く
れ
ん

９
．
零
一
．
・
ゞ

２
Ⅱ
一
庫
で
す
か
。
」
と
大
き
な
さ
つ
ま
芋
を
た
く
さ

獺

州

ん
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
奥
様
と
届
け
て

岬
鋤
下
さ
い
ま
し
た
。

毒
仲
田
さ
ん
は
、
「
先
日
、
法
要
を
行
っ
た
際

彰
に
、
昔
、
任
運
荘
に
お
世
話
に
な
っ
た
事
を

沖
Ⅱ
皆
で
話
し
た
ん
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し

詑
叩
た
。
調
べ
て
み
る
と
仲
田
清
馬
さ
ん
が
お
亡

恥
嫌
く
な
り
に
な
っ
て
か
ら
は
、
約
二
十
五
年
が

拙
過
ぎ
て
い
ま
す
。
数
名
の
職
員
が
覚
え
て
い

”
薄
ま
し
た
が
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
今
も
私

一
岬
韓
達
の
事
を
思
っ
て
下
さ
り
感
謝
の
気
持
ち
で

一
戦
二
杯
で
す
。
頂
い
た
さ
つ
ま
芋
は
サ
ラ
ダ
や

一
驚
の
お
い
し
⑦

■
酉
亜
一
一
一

一
一
一
一
一
一

口
一
二
画
画
唾

■
辱
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ロ
ロ

－司一一一一一
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画
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ご
酉
再
画
・

■
画
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画
与
・

一
一
一
一
一
画

ロ
ー
ロ
ロ
ロ
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ニ
》
車
口
車
口

車
一
章
ロ
ロ
コ

ロ

ロ

草

画

宰

再

．

唾
画
室
ロ
ロ
ロ
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ロ
ロ
ロ

■

ロ

ロ

一

一

一

一

一
一
一
》
一
画

一
一
岸
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担
当
吉
野
明
子

立派なさつま芋です

干
し
柿
つ
く
剛

、
月
吻
日
佃
恒
例
行
事
の

干
し
柿
つ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。ま

ず
は
渋
柿
の
皮
む
き
で

す
。
皆
さ
ん
、
昔
取
っ
た
杵

柄
、
素
晴
ら
し
い
包
丁
さ
ば

き
で
ど
ん
ど
ん
皮
が
む
か
れ

て
い
き
ま
す
。
特
に
上
手
な

利
用
者
は
、
皮
が
途
中
で
切

れ
る
こ
と
な
く
む
い
て
お
り

ま
し
た
。
皮
を
む
き
終
わ
っ
た

渋
柿
を
職
員
が
紐
で
結
え
、

竿
に
吊
る
し
て
干
し
柿
つ
く

り
は
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
寒
く
な
り
そ
う
な

の
で
、
き
っ
と
お
い
し
い
干
し

柿
が
で
き
る
事
で
し
ょ
う
。
皆

さ
ん
食
べ
ら
れ
る
時
を
い
ま

か
い
ま
か
と
心
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

今
回
の
干
し
柿
つ
く
り
に
、

渋
柿
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
、
下
自
在
の
合
澤
様
、

久
士
知
の
三
代
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

担
当
宮
崎
正
規

ｄ
ｌ

醗

二

ｒ

一
一
』

蝿
無
咄
幽

畿

感
・
↑
碑
企
胴

リ

ﾉ

〆
ﾉ

j

ママ

匡咀巴
グ

ズノ
一
一

上手に皮むきをしています

柴田フサ子さん

真剣な表情で皮むきする

後藤イサヲさん

皮むきをする志賀フキヱさん（手前）

へた取りする引田民子さん（奥）

固
■
ｑ
山
師
噺
珊
噛
Ｑ
鐸
■
『
一

三
審

レ

レ

｜

’
１
１

一

F

7

ワ

ｊ
畠

麓
．

○

夕
、

『

砂‘▲可且＝

－－

一

一

－
１
－ ’

甘くておいしい干し柿ができる

ことを期待しています

笑顔の嶺八千代さん職員と

一緒に柿を紐で結んでいます

107歳の見事な包丁さばき

佐藤亀代さん
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｜
後
藤
ユ
キ
ヱ
さ
血

「
イ
サ
ヲ
と
か
、
男
み
た
い
な
名
じ
ゃ
ろ
？

剣
に
働
き
よ
っ
た
人
の
名
前
を
私
は
も
ろ
う

ん
で
ｌ
そ
れ
じ
一
丁
五
反
の
田
を
作
り
よ
っ

ん
で
」

と
教
え
て
く
れ
る
。

男
み
た
い
な
名
じ
ゃ
ろ
？

｜
後
藤
イ
サ
ヲ
さ
ん
一

廊
下
で

と
言
う
と

五
ん
た
可
愛
い
」

け
ん
の
で
」

と
芙
須
で
ひ
と
こ
と
。

つ
ち
ょ
っ
と
ｌ
」

と
大
き
な
声
で
呼
ば
れ
た
の
で
慌
て
て
駆
け
つ

け
る
と

認
ん
た
、
肥
え
た
な
ぁ
」

と
び
っ
く
り
し
て
い
た
．
・
・
・

衞
藤
キ
ヨ
さ
ん
一

毒
鰹
滕
さ
ん
は
今
で
も
可
愛
い
で
す
ね
」

二
一
二
ロ
ー
「
／
，
シ
」

「
あ
ん
た
ゞ
可
愛
い
ち
言
わ
れ
た
ら
喜
ば
な
い真

T－靭層
E E

§
《

マ

な

低
Ｚ
ｒ

I垂
巴

二i 』
の

■7鰹

ホ
ー
ル
を
通
り
か
か
る
と
「
せ
，
〃
せ
’
い
」

と
大
き
な
声
で
呼
ば
れ
た
の
で

「
先
生
は
穴
見
さ
ん
の
方
で
す
よ
」
と
言
う
と

「
あ
ら
っ
、
私
は
い
つ
先
生
に
な
っ
た
か
や
」

と
考
え
て
い
た
。

｜
柿
原
幸
夫
さ
ん
一

と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
く
れ
た
。

’
五
鳩
ナ
ル
コ
さ
ん
一

念
願
の
足
手
荒
神
様
に
お
参
り
で
き
た
の
で
次
の
日
に

「
外
出
は
い
か
が
で
し
た
か
」
と
聞
く
と

え
え
〔
お
参
り
し
ち
来
ま
し
た
」
と
笑
顔
。

「
今
日
は
お
熱
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

垂
筐
康
じ
ゃ
な
上

体
温
計
を
出
し
な
が
ら

b可

、
１
－

１

と
言
う
と

－

心
的凸患繼

で

ﾛ

｜
真
部
タ
マ
ヱ
さ
ん
一

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
大
根
が
で
き
よ
る
よ
」

と
お
嫁
さ
ん
の
報
告
。

そ
ば
で
聞
い
て
い
た
看
護
師
が

喜
具
部
さ
ん
、
和
も
大
掘
絵
頂
い
て
い
い
で
す
か
」

と
声
か
け
る
と

「
ど
》
ク
ぞ
」
と
は
っ
き
り
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
い
つ
も
一
十
一
は
？
ど
聞
く
ど
わ
ざ
ど
一
ど
答

え
る
母
が
今
日
は
二
と
答
え
る
ん
で
す
よ
。
今
日
は

な
ん
か
違
い
ま
す
ね
」

と
娘
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
検
温
す
る

と
微
熱
が
出
て
い
た
。

栗
田
フ
サ
子
さ
ん
の
娘
さ
ん
一

さ
す
が
で
す
！

｜
高
倉
ユ
リ
子
さ
ん
一

転
ん
で
ケ
ガ
を
し
た
職
員
に

と
励
ま
し
て
く
れ
る
。

汚
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
な
」

訂
ハ

イ 』
＆昇ら

際
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12月は一年の終わりでありますが､新たなる明日のために来し方を振り返る時期でもあります。舟

概

みなさまの一年はどのようなものでしたか？ Ｂ
Ｂ
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Ｏ
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Ｏ
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０
■
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■
日
日
■
日
日
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０
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私事で恐縮ですが､平成12年になごみ塾を退職して以来17年ぶりに福祉の現場に復職させて
§ いただきました｡任運社は卑小なる我を成長させてくれた良き学校であり､辞めてからは常に心の
拠り所となるホームグランドでもありました｡いま故吉田嗣義会長の著作を読み返す毎に会長の福

祉と教育への深淵なる洞察と情熱にあらためて触れる毎日です｡任運社創設以来掲げてきた理想
詫
○
認

呼
呼
》
呼
叩
丑
必
ふ
ふ
品
金
＆
弗
凸
＆
必
弗
＆
●
守
恥
命
叩
い
叩
仙
叩
仙
叩
帥
（
叱
叱
Ｋ
Ｋ
Ｋ
叱
吋
Ｋ
此
〆
叱
吋
吋

の実現に一層の努力と奮起を感じざるを得ません。

いま､超高齢化社会と人口減少という人類未曽有の現実にたいして社会福祉法人の地域におけ
貼

る一層の役割が求められています｡所在地である緒方町はすでに高齢化率50％超という高い状況

であり､対応は待ったなしの状況です｡そうした中で任運社では社会福祉充実計画を策定し､地域

福祉充実のための新たな拠点施設の建設に取りかかっています｡だれでも気軽に福祉サービスの

相談が出来るとともに､地域のみなさんが交流を深め､お互いが協力しながら地域のために支援で

きる場所にする予定です｡完成は夏以降を予定しています｡ご期待ください。

任運社地域福祉推進室長橋本祐輔
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ｎ
月
９
日
附
に
感
染
症
対
策
委
員
会

よ
り
『
感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
）
対

策
マ
量
ア
ル
』
、
『
消
毒
手
順
』
に
つ
い
て
、

身
体
拘
束
排
除
委
員
会
よ
り
『
養
護
施

設
等
に
お
け
る
認
知
症
と
精
神
疾
患
の

理
解
』
の
施
設
内
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

感
染
症
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
施
設
内
研

修
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の

為
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
、
今

回
は
感
染
症
対
策
委
員
の
文
東
明
美
寮

母
が
職
員
の
前
で
手
技
を
行
い
な
が
ら
説

明
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
利
用
者
の
表
情
や
体
調
の
変

化
へ
の
気
づ
き
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
職
員
も
各
自
で
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
早
期
発
見
が
施
設
内
感
染
を
防
ぐ
！
」

１
Ｗ
‐
■
・
に

野

曙

角
凶
揮
■
一

望
Ｌ
”
鍵
Ⅱ

螂
溌
唖
山

一
一
一
○
皿
醍
▼

罰

ロ
ー
‐
側
Ⅱ
１
‐
１
１
小
』
１
１
１

感染症の説明を職員は真剣に

聞いています

施
設
内
研
修

★
広
報
委
員
の
ひ
と
り
言

私
が
『
お
と
ず
れ
』
の
担
当
に
な
り
、

や
っ
と
３
回
目
の
発
行
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
４
回
の
発

行
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
あ
と
１

回
、
が
ん
ば
る
ぞ
～
！

さ
て
、
任
運
社
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
（
ア
ド
レ
ス
は
１

ペ
ー
ジ
目
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
随
時

更
新
を
行
っ
て
お
り
、
『
お
と
ず
れ
』
で

掲
載
し
て
い
な
い
イ
ベ
ン
ト
や
写
真
を

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
任
運
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ヘ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②

【12月の行事】

19日（火） 任運大学｡誕生日会

24日（日） 利用者忘年会･クリスマス会

26日（火） 利用者職員対話会

29日（金） 任運社納会

【1月の行事】

4日（木） 任運社互礼会


